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上
稗
田
村
の
私
塾
水
哉
園
で
学
ん
だ
末
松

謙
澄
は
、
明
治
４
年
、
17
歳
に
し
て
青
雲
の

志
を
立
て
上
京
し
、
佐
々
木
高
行
侯
爵
（
土

佐
出
身
）
の
書
生
と
な
る
。
英
語
を
習
う
た

め
宣
教
師
の
フ
ル
ベ
ッ
キ
邸
に
通
う
佐
々
木

家
の
令
嬢
の
お
供
を
す
る
謙
澄
は
、
そ
こ
に

居
た
１
才
年
上
の
高
橋
是こ

れ
き
よ清

と
話
す
う
ち
に

意
気
投
合
す
る
。
謙
澄
は
合
格
し
て
い

た
難
関
の
東
京
師
範
学
校
官
費
生
を
も

辞
退
し
、
二
人
で
交
換
教
授
を
始
め
る
。

是
清
が
英
語
、
謙
澄
が
漢
文
を
教
え
合

っ
た
が
、
も
と
も
と
漢
文
の
素
養
の
高

い
謙
澄
の
英
語
の
習
得
は
、
是
清
が
驚

く
ほ
ど
早
い
上
達
だ
っ
た
と
い
う
。
二

人
は
フ
ル
ベ
ッ
キ
に
届
く
英
・
米
の
新

聞
を
借
り
、
是
清
が
翻
訳
口
述
し
、
謙

澄
が
新
聞
に
相
応
し
い
文
章
に
し
て
、

日
本
の
新
聞
社
に
売
り
込
み
、
生
活
費

を
稼
い
だ
。

実
は
、
高
橋
是
清
は
11
才
の
時
、
仙

台
藩
の
命
令
で
横
浜
に
出
て
英
語
の
学
習
塾

（
ヘ
ボ
ン
塾
）
に
入
り
２
年
間
学
び
、
さ
ら
に

藩
命
に
よ
り
14
歳
で
渡
米
し
た
。
と
こ
ろ
が
、

契
約
上
の
手
違
い
か
ら
奴
隷
と
し
て
扱
わ
れ
、

い
く
つ
か
の
家
を

転
々
と
す
る
間
、

英
語
の
会
話
と
読

み
書
き
の
能
力
を

習
得
。
帰
国
後
、

教
官
助
手
や
書
生

を
し
て
い
た
が
、
是
清
が
フ
ル
ベ
ッ
キ
邸
で

謙
澄
と
出
会
っ
た
の
は
こ
の
時
期
で
あ
っ
た
。

是
清
は
こ
の
時
代
の
人
と
し
て
は
珍
し
く

欧
米
人
と
対
等
の
議
論
が
で
き
る
英
語
力
を

身
に
つ
け
て
お
り
、
そ
の
後
も
官
僚
、
国
際

金
融
・
財
政
家
、
政
治
家
と
し
て
活
躍
し
、

波
乱
万
丈
の
人
生
を
歩
む
こ
と
に
な
る
。
な

か
で
も
日
本
銀
行
副
総
裁
時
代
、
日
露

戦
争
の
戦
費
調
達
と
い
う
重
大
使
命
を

帯
び
、
ロ
ン
ド
ン
で
そ
の
調
達
に
苦
心

す
る
。
米
国
の
銀
行
家
で
ド
イ
ツ
系
ユ

ダ
ヤ
人
シ
フ
氏
の
全
面
協
力
を
得
た

是
清
は
、
６
回
の
外
債
発
行
で
総
額

１
億
３
０
０
０
ポ
ン
ド
の
戦
費
調
達
に

成
功
す
る
。
こ
の
時
謙
澄
は
密
命
を
受

け
独
自
に
イ
ギ
リ
ス
各
地
を
講
演
し
、

新
聞
・
雑
誌
に
寄
稿
し
て
、
日
本
の
立

場
を
説
明
す
る
と
と
も
に
良
好
な
対
日

世
論
の
形
成
に
努
め
た
。
親
友
是
清
の

側
面
支
援
を
成
し
た
の
で
あ
る
。

高
橋
是
清
は
ペ
リ
ー
の
黒
船
来
航
の
翌
年

に
生
ま
れ
、
日
銀
総
裁
、
蔵
相
７
回
、
首
相

１
回
を
務
め
、
そ
の
風
貌
と
七
転
び
八
起
き

の
人
生
か
ら
「
ダ
ル
マ
さ
ん
」
と
慕
わ
れ
た
。

昭
和
11
年
二
・
二
六
事
件
で
死
去
す
る
ま
で
、

大
震
災
、
昭
和
金
融
恐
慌
、
世
界
恐
慌
な
ど

次
々
起
こ
る
国
難
を
卓
越
し
た
実
務
能
力
と

果
敢
な
決
断
で
乗
り
越
え
た
不
世
出
の
指
導

者
で
あ
っ
た
。

（
文
化
人
末
松
謙
澄
を
考
え
る
会

濱
田
輝
夫
）

       高 橋 是 清  
 ～教えあい、学びあった親友～
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